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ウンカ類 とその寄主植物 に対す る

カタグロミ ドリカス ミカメの摂食お よび産卵選好性

松村 正 哉 ・浦野 知*

(九州沖縄農業研究セ ンター)

Feeding and ovipositional preferences of the mirid bug, Cyrtorhinus lividipennis 

Reuter (Heteroptera: Miridae), for planthoppers and their host plants. Masaya 

Matsumura and Satoru Urano (National Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa 

Region, Nishigoshi, Kumamoto 861-1192, Japan)

We examined feeding and ovipositional preferences of the mirid bug Cyrtorhinus lividipennis 

for the eggs of the three planthoppers, Sogatella furcifera (WBPH), Nilaparuata lugens MPH), 

and Sogatella vibix (PPH), on two host plants for planthoppers, rice and barnyard grass, 

Echinochloa utilis (EU). The adult mirid bug showed no feeding or ovipositional preferences 

between all the combinations of prey species and their hosts: WBPH eggs on rice versus BPH 

eggs on rice, WBPH eggs on rice versus WBPH eggs on EU, WBPH eggs on rice versus PPH 

eggs on EU, and WBPH eggs on EU versus PPH eggs on EU. The possibility of using barnyard 

grass and S. vibix as a banker plant system for biological control of N. lugens by C. lividipennis 
is discussed.

Key words: Cyrtorhinus lividipennis, predation, oviposition, Nilaparvata lugens, 

Sogatella furcifera, Sogatella vibix, barnyard grass, preference

緒言

カ タ グ ロ ミ ドリ カ ス ミ カ メCyrtorhinus liuidipennis

 Reuter(以 下 カ タ グ ロ)は,イ ネ ウ ン カ類 と と もに 海 外

か ら 日本 に飛 来 す る長 距 離 移 動 性 昆 虫 で,イ ネウ ン カ類

や ヨ コバ イ類 の 卵 を捕 食 す る 天 敵 と して 知 ら れ て い る

(末 永 ・中塚,1958)。 熱 帯 水 田 に お い て は,カ タ グ ロは

古 くか ら トビ イ ロ ウ ン カNilaparvata lugens(Stal)の

有 力 な 天 敵 と して 注 目 さ れ て い る(Chiu,1979;Dobel

 and Denno.1994)。 日本 に お い て は 九 州 西 部 の 海 岸 地 帯

を 除 い て カ タ グ ロの 飛 来 量 は 少 な いが,飛 来 量 が 特 に多

い 九 州 西 部 の 長 崎 県 で は カ タ グ ロが トビ イ ロ ウ ン カ の増

殖 を抑 制 す る こ とが 知 ら れ て い る(中 須 賀 ら,1988;寺

本 ・横 溝,1992;Teramoto et al..1996)。 さ ら に 近 年 の

研 究 か ら,こ の 天 敵 は潜 在 的 増 殖 能 力 が 高 い こ とが 明 ら

か に され て い る(Chen et al.,1994;鈴 木 ・田 中,1996,

鈴 木,1998,松 村 ・鈴 木,1999)。 こ の た め,筆 者 ら は

ト ビイ ロ ウ ン カの 密 度 抑 制 効 果 を 明 らか にす る た め カ タ

グ ロ の 放 飼 試 験 を行 っ て い る(松 村 ・浦 野 ・鈴 木,未 発

表)。

カ タ グ ロ と トビ イ ロ ウ ン カの 水 田 に お け る発 生 推 移 が

よ く同 調 す る こ とか ら,カ タ グ ロ は トビ イ ロ ウ ンカ に 強

く依 存 して 増 殖 す る と考 え られ て い る(寺 本 ・中須 賀,

1994;Teramoto et al.,1996)。 しか し,室 内 試 験 で トビ

イ ロ ウ ン カ と セ ジ ロ ウ ンカSogatella furcifera(Hor-

oath)の 卵 を 餌 と して そ れ ぞ れ カ タ グ ロ に与 え た 場 合

に は,発 育 や 増 殖 に 全 く差 が 見 られ な い(松 村 ・鈴 木,

1999)。 した が っ て,水 田 に お い て も カ タ グ ロ は セ ジ ロ

ウ ン カ の 卵 を餌 と して 利 用 して い る可 能 性 が あ る。 ま た,

ヒ エ ウ ン カSogatella vibix(Haupt)は 各 種 ヒエ を寄 主

植 物 とす る 非 害 虫 の ウ ン カ で あ るが,カ タ グ ロ は ヒエ ゥ

ン カ の 卵 を餌 と して 発 育 ・増 殖 す る こ とが 可 能 で あ る

(松 村,未 発 表)。 さ ら に,ハ ワ イ にお い て は,カ タ グ ロ

は トウ モ ロ コ シ を 加 害 す る ウ ン カ の1種Peregrinus
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maidis(Ashmead)を 捕 食す ることが知 られて いる

(Liquid and Nishida,1985)。 このように,カ タグロの寄

主範囲は トビイロウンカに限定されず幅広いが,ヒ エウ

ンカも含めたウンカ類 とその寄主植物に対するカタグロ

の捕食および産卵選好性についてはほとんど知 られてい

ない。そこで本研究では,ウ ンカ類3種 に対するカタグ

ロの捕食選好性 と,ウ ンカの寄主植物2種 に対するカタ

グロの産卵選好性 について明らかにした。

本文に先立ち,ヒ エウンカを同定 していただいた青森

県津軽地域病害虫防除所の市田忠夫氏に厚 くお礼申し上

げる。

材 料 と 方 法

1999年6月19日 に熊本県西合志町の水田でセジロウン

カを,1999年8月21日 に長崎県長崎市船石の水田で トビ

イロウンカをそれぞれ採集 し,イ ネ(品 種 ヒノヒカリ)

の幼苗を用い25±1℃,16時 間 日長の恒温室内で累代飼

育した。ヒエウンカについては1999年9月17日 に熊本県

植木町の雑草群落で採集 し,ヒエ(栽 培 ヒエEchinochloa

 utilis Ohwi et Yabuno:青 葉 ミレット,雪 印種苗)の 幼

苗を用い同様に累代飼育 した。カタグロについては1997

年7月31日 に長崎県長崎市船石の水田で採集し,イ ネの

幼苗上で トビイロウンカ卵を餌 として累代飼育した。実

験 には,こ れらの累代飼育虫を供試した。

実験に供試 した寄主植物上でのウンカ類の産卵数を推

定するため,プ ラスチ ックコップ(220ml)に イ ネを1

本 植えした。播種後14日(分 げつ数2～3本)に,ト ビ

イロウンカまたはセジロウンカの成虫5対 を3日 間放飼

して産卵 させた。その後ウンカを取 り除 き,各 区8反 復

のうち4反 復については実体顕微鏡下でウンカの産卵数

(x)を 調 べた。同様の方法で ヒエを用いてセジロウン

カおよびヒエウンカの産卵数についても調査 した。なお,

トビイロウンカは ヒエを加害できないこと(Kim et al.,

1975;Saxena and Pathak,1979),ヒ エ ウンカは予備実

験においてイネにほとんど産卵 しなかったことか ら,こ

れらの組み合わせの実験 は行わなかった。

上記の方法で用意 したウンカ類が産卵したイネおよび

ヒエを,以 下の組み合わせで2つ ずつプラスチックケー

ジに入れ,カ タグロの成虫10対 を3日 間放飼 した(A:

イネ－セジロウンカ対イネ－ トビイロウンカ,B:イ ネ

－セジロウンカ対ヒエ－セジロウ ンカ,C:イ ネ－ セジ

ロウンカ対 ヒエ－ ヒエウンカ,D:ヒ エ－ セジロウンカ

対 ヒエ－ ヒエ ウンカ)。 その後イネおよびヒエ上のウン

カ卵(y)と カ タグロの産卵数を実体顕微鏡下で調べた。

カタグロによる卵の捕食量は,上 記xとyの 差 として求

めた。試験は4反 復で行った。

結 果

イネにセジロウンカまたは トビイロウンカの成虫を,

ヒエにセジロウンカまたはヒエウンカの成虫をそれぞれ

放飼 した場合の3日 間のウンカ産卵数を第1図 に示 した。

各 ウンカとその野外における主要な寄主植物 との組み合

わせ,す なわちイネ－セジロウンカ,イ ネ－ トビイロウ

ンカ,ヒ エ－ ヒエウンカの組み合わせ における産卵数は

いずれ も430～540卵 であ り,3者 の間に有意な差は見 ら

れなかった(対 数変換後にTukey-Kramer検 定,P>0.05)。

セ ジロウンカをヒエ上に放飼 した場合 にも350個 以 上の

卵を産んだが,イ ネ上に比べて産卵数は有意に少なかっ

た(対 数変換後にTukey-Kramer検 定,P<0.05)。

第1図 ウ ン カ類3種 の イ ネ及 び ヒ エ 上 で の 産 卵 数

ウンカ産卵 数は5♀3日 あた りの平均 値 ±標準誤差。

同一英字 は対 数変換 後Tukey-Kramer検 定で有意

差 なし(P>0.05)。

寄主植物 とウンカの種を組み合わせた場合のカタグロ

の捕食選好性実験 において,い ずれの組み合わせにおい

ても,カ タグロはウンカの卵の70～80%を 捕 食し(第2

図A～D),そ の 割合 には有意 な差がみ られ なかった

(角変換後にt検 定,P>0.05)(第2図A～D)。 カタグ

ロの産卵選好性については.寄 主植物がイネの場合に産

卵数がやや多い傾向はみられたものの(第3図B～C),

いず れの組み合わせの問にも有意な差はみ られなかった

(対数変換後にt検 定,P>0.05)(第3図A～D)。 以上

の結果から,カ タグロミドリカスミカメはウンカ3種 の

卵 をいずれもよく捕食し,そ れ らの卵の存在するイネと

ヒエに同程度産卵することが明らかになった。
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第2図 寄 主 植 物 と ウ ン カ の 種 を 組 み 合 わ せ た 場 合

の カ タ グ ロ ミ ドリ カ ス ミ カ メ の 捕 食 選 好 性

カタグロが捕 食 した ウ ンカ卵の割 合(%)に つ い

ては本文参照。値 は平均値 ±標準誤差。

A)～D)の 組 み合 わせの 間で いず れ も有意 差 な

し(角 変換後t検 定,P>0.05)。

第3図 寄 主 植 物 と ウ ン カ の 種 を 組 み 合 わ せ た 場 合

の カ タ グ ロ ミ ドリ カ ス ミ カ メ の 産 卵 選 好 性

カ タグロ ミ ドリカ スミカメの産卵 数 は10♀3日 あ

た りの平均値 ±標準誤差。

A)～D)の 組 み合わ せの 間で いず れ も有 意差 な

し(対 数変換後t検 定,P>0.05)。

考 察

カタグロのイネウンカ ・ヨコバイ卵に対する選好性 に

つ いて は,カ タグ ロが タイワ ンツマ グ ロ ヨコバ イ

Nephotettix virescens Distantよ り トビイロウンカの卵

に選 好性 を示す こ とが 知 られて い る(Heong et al.,

1990)。 また,Laba and Heong(1996)は,ト ビイロウ

ンカとセジロウンカの卵に対するカタグロの捕食選好性

がないことを明らかにしている。 しかし,両 ウンカが産

卵 したイネに対するカタグロの産卵選好性についてはこ

れまで不明であった。本研究において,カ タグロは トビ

イロウンカとセジロウンカの卵 をいずれもよく捕食し,

さらに両ウンカが産卵 したイネに対 して区別なく産卵す

ることが明らかになった(第2図,第3図)。 この結果

から,セ ジロウンカと トビイロウンカはカタグロの幼虫

発育と増殖(松 村 ・鈴木,1999)の み ならず,カ タグロ

成虫の捕食,産 卵選好性を含めて餌 として同等であると

考えられる。 したがって,ト ビイロウンカの密度抑制を

目的としたカタグロの人為的放飼を考える場合,野 外水

田においてセジロウンカの密度が比較的高い7～8月 上

旬にカタグロを放飼することで,セ ジロウンカを増殖源

としてカタグロの密度が高まると期待できる。

カタグロのような移動性の高い天敵を水田のような開

放系に放飼する場合,定 着率を高める方策を考えること

が非常に重要となる。その手法の一つとして,バ ンカー

植物の利用が考えられる(van Lenteren.1995;矢 野,

2000)。 本研究で扱ったヒエウンカは,ヒ エ を主な寄主

植物 とし,イ ネを加害 しない。 このため,カ タグロが ヒ

エウンカを餌 として利用可能で,か つカタグロがヒエに

産卵す ることが可能であれば,ヒ エ－ ヒエウンカ系をカ

タグロのバ ンカー植物として利用可能であると考 えられ

る。

本研究において,イ ネとヒエ上のセジロウンカ卵 に対

する選好性実験の結果か ら(第2図B,第3図B),カ

タグロはイネとヒエの2つ の植物に対する産卵選好性が

ないことがわかった。また,イ ネ－セジロウンカとヒエ

－ヒエウンカ,ヒ エ－ セジロウンカとヒエ－ ヒエウンカ

の組み合わせについても捕食 ・産卵選好性を示さないこ

とから(第2図C～D,第3図C～D),カ タグロはセ

ジロウンカとヒエウンカの卵に対して捕食 ・産卵選好性

を示 さないことがわかった。これらの結果か ら,カ タグ

ロは.ヒ エに産卵 されたヒエウンカをイネに産卵された

セジロウンカや トビイロウンカの卵 と同様に利用可能で

あると考えられる。 さらに,カ タグロの幼虫はヒエウン

カを餌 としてヒエ上で成虫羽化までの発育が可能である

こと(松 村,未 発表)か ら,カ タグロはイネおよびヒエ

上で同程度増殖することが可能であると考えられる。し

たがって,水 田に隣接 してヒエを植えてヒエウンカを増

やすことにより,放 飼 したカタグロの密度を維持させ る

ような,ヒ エ－ ヒエウンカ系のバンカー植物的な利用が

考えられる。なお,本 研究では,青 刈 り用に市販されて

いる栽培 ヒエを用いたが,各 種野生 ヒエに対するヒエウ
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ンカとカタグロの選好性についても今後検討する必要が

ある。

バンカー植物を導入するための条件として,対 象作物

の害虫種がバ ンカー植物で増殖 しないことがあげられる。

本研究でセジロウンカをヒエに強制的に産卵させた場合

には,イ ネ上 よりもやや少 ないものの ヒエ上に産卵 を

行った(第1図)。 しかし,セ ジロウンカとヒエウンカ

をイネとヒエに選好可能な状態で放飼すると,前 者はほ

とんどイネに,後 者はほとんどヒエに産卵する(松 村,

未発表)。 したが って,野 外条件ではセジロウンカはヒ

エに寄生しないもの と考え られる。ただし,ツ マグロヨ

コバ イNephotettix cineticeps Uhlerや ヒ メトビウンカ

Laodelphax striatellus Fallenに つ いてはヒエで増殖す

る可能性があ り,こ れらの害虫や他の鱗翅 目害虫の各種

ヒエに対する選好性について今後検討する必要がある。

ヒエをバ ンカー植物 として利用する場合には,上 記の

問題のほか,病 害の発生や水田雑草としての問題,斑 点

米カメムシの発生源になる可能性 などが考えられるため,

比較的短期間の利用に限定されると思われる。さらに,

ヒエで増殖 したカタグロが水田にうまく分散するか否か

についても今後検討する必要がある。

摘 要

カタグロミドリカスミカメ(以 下カタグロ)の,ト ビ

イロウンカ,セ ジロウンカ,お よびヒエウンカ卵 とイネ

お よびヒエに対する捕食 ・産卵選好性を調査 した。その

結果,A:イ ネ－ セジロウンカ対 イネ－ トビイロウン

カ,B:イ ネ－ セジロウンカ対 ヒエ－ セジロウンカ,

C:イ ネ－セジロウンカ対 ヒエ－ ヒエウンカ,D:ヒ エ

－セジロウンカ対ヒエ－ ヒエウンカ,の いずれの組み合

わせの間にも,カ タグロが捕食 したウンカ卵の割合,カ

タグロの産卵数 ともに有意差が見 られず,選 好な く捕

食 ・産卵を行 うことがわかった。これ らの結果に基づい

て,水 田に隣接 してヒエを植えヒエウンカを増やす こと

によりカタグロの密度を維持させるような,ヒ エ－ ヒエ

ウンカ系のバ ンカー植物的な利用について考察 した。
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